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追播方式に　よ　る草生の維持試験

小　針　久　典・前　田　　　　敏

（岩手県畜試）

1．号　え　が　き

当初は混播草地として造成され介牧草地か刈取及び
施肥管理の不手際により・禾本科牧草優占忙傾い舟少・

適にクローバー維占とな少・草種が単純化し・連作は草

地全体が衰退して行く事例がみられる・此の様な草地を

再び耕起新穂するのでなく・消失した草稚のみを追播す

る事によって，若い個体を導入し・適当な混梅草地を作

る為の地衣姐理法・施肥法・縮種法について簡単を追播

試験な行つ介ので・その概略を報告する・

2．試　験　方　法

1．第1試験（クP－バー単一草地への禾本科牧草追

権現入試強）

川　供試草種：オーチヤードグラス

相　談醸区隋成：乱現法・8反覆

（811小区面横：2．5m）（2．5m⊂6．95が

川　試験区の稚頼

項

目

トh

播種 法 基 肥

a － K グ

追　　　 肥　　　 a 一句

早　　 春 1 番 刈 時

N P IO － 且IO N P t O 5 X ，0

1 撒 権 法
封 0 且ダ － － － 1 0 1 0 1 L O

○ l O 血石 1 0 L O L O

℡ 同 上 N l．0
－ － － L O L O L O

L 5 8 0 血石 L O 1 0 L O

さ 同 上 N 凰0
－ － － ⊥○ L O L O

8 0 乱0 8 5 L O 1 0 L O

4 ゑ描 法 N O
－ － － 1 0 1 0 L O

○ 乱0 8 8 L tl L O ⊥○

6 同 上 N L O
－ － － L O L O L O

L 8 8 0 8 0 1 0 1 0 ⊥○

○ 岡 上 N a 0
－ － － L O L O L O

8 0 乱0 8 8 L O 1．0 1 0

鵬 考

桑 折 聞腐 N ：硫安 N ：併 安 N ：餅毛

9　0 亡1 各 区地 衣 馬0 ．：焙 燐 P －0 8 ：過 石

播 檀 巾

約 8 0 亡轟

撤 播 施肥 K IO ：塩 化 加 里 Ⅹ】0 ：塩 化 加 重

（5I　抽椎法

昭和38年8月29日・ラジノクローノミ一単一草地

（達成3年自）を8用の高さに刈取り・小型†ラクタ‾

で，ディスク′、P一女かけ・試験区に応じ施肥し’，オ‾

チヤードグラスをa当少0．2且ダ籍種し介・

仙　施肥期

888．8．99，889・4・18，S89・5・

包6．

（71収穫期

1　889．5．14，S89・6・12

18）調査項目

発芽調査・生育桐査・収魁・混在率調査

之．第9試験（オーチヤードグラス単一草地への豊科

牧草追播蓬入試験）

川　供試草稚：ラリノクp－ノミ－

（2）試験区構成：乱塊法・8反覆

（311小区面棟：2．5mX2・5m＝6・25mI

帥　試験区の轢頼

当

トb

播 種 法 基 肥

a 一丘グ

追　　 肥　　 8 －且タ

早　　　　 書 1 番 刈 后

p f P ■ E p O l N q q ち 0

1 熊 描 法 無　 肥
－ － － － 1 0 1 5 弘0

L O 1 0 8 8 8 0 1 0 1 8 弘○

℡ 同 上

N　 h ＄

C a 0 中和 t

－ － ー － 1 0 1 5 凰○

1 0 乞○ L O 乱 0 1 0 l b 鼠0

3 同　 上

ちq ・1・○

苦島 蒜 量
－ － － － L O 1 8 凰○

L O 4．0 乞0 8 0 L O L 8 乞0

4 条 樺 法 無　 肥
－ ー － － 1 0 1 6 之0

1 0 L O 皿8 8 0 L O L B 弘0

5 同　 上

N　 n d

C 8 0 中和 霊

－ － － － L O 1 8 凰○

1 0 乞0 L O 乱0 L O L B 乳○

8 同 上
ち0 8 1・○

裟 品
－ － － － 1 0 1 1 凰0

1 0 4．0 乞○ 凰0 L O 1 8 乳○

傭

考

粂稗 曾O cl p ：統安 N ：尿素 N ：尿素

間絹 卑 0 8：過 石
P ，0 5 ：熔偽 書 P 1 0 ．：過 石

榊 巾 R ，0 ：堰 化 加
過 石 喜 Ⅹ，○ ：塩 化 加

約 8 亡書 翠

C a O ：炭 カル

15 且〆 乙 撤 樗

X ，0 ：塩 化 加 埠 旦
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（引　播種法

昭和8g年8月29日・オーチヤードグラス草地

（造成10年目）を8mの高さに刈取り，大型Iラクク

ーでディスクハP－をかけ・試験区に応じ施肥し，ラジ

ノクローバーをa当0．08岨夕抽挿し舟．

川）施肥期

888・8・99　■　839．4．13，S89．5

2　5．

（7）収極期

889．5．25　■　8　89．6．22

（8）調査項目

発芽調査・生育詞書・収嵐・混在率綱香

る．　成績及び考察

1．第1試験（ラリノクローバー単一草地へのオーチ

ヤードグラス追捧凛入試験）

HI　発芽個体桐査

発芽調査成績は第1表の通わである．

肋　生育丙査

生育凋査の結果は第2表の通わである．

（81収量並びに混在串について

収量並びに草種構成は第1－第4鳳の過少である．

第1表　発芽個体の播種法別施肥法別推移

牢

区　 月

　 日

籠 多 生 仔 個 体 数 （2 0 用 X 望触 り

3 8 ．9 ．

℡ l K 対

す る 生 存

歩 合 ％

8 8 ．1 1

●1 3 に

対 す る

越 冬 歩
3 8

9．2 1 10 ．1 節．11 1U ．幻 1 ．13

8 8 8 8 如

．10
判 8 ．0 4 ．10 u ．1さ 合　 ％

怖

相

法

熊 描 法 18 4 ℡L O 釦 は l n 7 l t 7 lh 5 14．4 7 凰8 88 0 O a ○

条 描 法 9 乳 1 28 3 空色4 g L 4 ℡n O 1 8 8 lh 0 7 1．9 8▲4 0 8 4

施

肥

法

N　 O 句 別 は 2 乱8 ℡且 ○ t t l ℡皿℡ 11 0 15．8 7 1．0 8凰 1 l L 7

N l 0 1 I 包血8 2 8 0 雪駄2 2 1． 1 8 8 1 8 7 1良さ 8 8 8 伊8 5 8 7 8

N i 0 1 す 11 2 l q 8 18 0 1 7 1 1 9 1嵐6 la 4 †且 1 88 4 8 息▲

第2表　第1試験生育調査成績（単位用）

区 別　 鵜 考 ．管 ‰ ‰ ㌦ ‰ 気 ㌦ ㌧ 鵠

播
種
法
判

ラジノ
撒　 挿 la2 全仏○ L 4 18 8 18 8 7 5

la 6

14．5
8＆3
引用

祖．9

84．8
租 8

8 8

条　 挿 182 引用 91 5 利用 9 1 1 1 5
14．7

1乱も

隠 雪

隠8
弧 ○
81 0
‡8 0
8 5

竺㍗
撤　 挿 tl 18 1 18 0 9良0餌．8 8 7

18 8

18 5

48 4

占良さ

蒜 0

租 1

○丘9
71．0

農　 椿 t8 18 0 n O ℡h l 24．g 8 8 ：・
引ほ
48忠
弘 1
48 小
島瓦7
軋 8

78 き

施

肥

法

則

ラジノ

封 0丘タ lu 引用 21 8 別は 18 5 t 9
1乱5
1乱丁
凪 3
5h 4
弧 7
才1．8
細川

租 7

N l瓜 グ 1良き℡8 0 gL T 2 仏7 別川 t 8
14．7

14．8
嵐 7
れ 7
81 7
8も6
弧 8
4皿さ

N 別路グ 181 9m 9 軋 ℡18 7 9L O t ●
14．0
18 8
汎 7
嵐6
‡L 8
38 6
臥8 0
4弘2

㌍ ヤ

N 瓜 ， tO la8 98 28 4 汲 ℡ t
18 9

11 8
札 7
仏 1
44．1
4五〇
鮎川
8⊥き

N l㌦ダ t℡18 28 9 8 0 払 5 ■
98 8
91．0
＆ 4
級 1
氏L O

的 ○

8払1

74．9

凹が グ 7 0 1丘β18 弘 2丘仝 8
望仇1
℡n b
EL O

凪 8
8瓜4
仏 1
04．8
78 9

同一爛上段は早春無追肥区一下伊は追肥区

第1図　第1試験生草収量（1番刈）

第2図　第1試験収量草種構成（1番刈）

■lJ一一け，1［コ，”吋・一四日目

第3回　第1試験生草収量（2番刈）

第4図　第1試験収量革種構成（2番刈）

血　考　察

以上を整理し舟のが，次表である．
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項目　　 区別 叫 粂格鯉 恒 匝 無叫 追肥

発

芽

発　芽　個　体　数 少＜多 多＞申＞少

生　 存　 歩　 合ヤ高＞ヤ低 低く中＜高

越　 冬　 歩　 合ヤ高＞ヤ低 中＜蔦＞低

■

丈

越冬前オーチヤード 同寺同 低く中＜高

〝　　ラ　ジ　ノヤ低くヤ高 岡寺岡中岡

越冬後オーチヤード 同車同 低く中≦蔦 低く高

〝　　ヲ　ジ　ノ 同寺同 低く中≦高 低＜高

収

量

混

在

率

番

刈

全　 収　 量 同寺同 少＜中＜多 少＜多

オーチャー叩已量 同車同 少＜中＜多 少＜多

オ升十●混在巫 同幸同 低く中＜高 低く高

番

刈

全　 収　 量十早．≧少 少＜中＜多 少＜多

オーチャート吹上ヤ多＞少 少＜多＞中 少＜多

オチトト●混在峯ヤ多＞少 低く高＞中 低く高

すなわち，ラジノタロ一ノミ一半一草地へオーチヤード

グラスを導入定着させる努めには・播種法は大し舟影響

は見られ丑かつ舟が，N施肥が発芽個体の生存歩合並

びに草丈の面に対しても■又オーチヤードグラスの混

在率・収量の面でも●追織オーチヤードグラスのラジ

ノクP一バーに対する競合を有利に遍くものと思われ
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る．又N施用l土叢肥としても・又早春追肥としても共

忙■オーナヤードグラスの遍人を量的にも比率におハ

ても容易をらしめる鋤集があると考えられる・

8．第℡獣鹸くオーナヤードグラス単一霊地へのヲジノ

タロ一ノミ一〇遺糟義人試験）

川　発芽償体｛套

発芽個体■査成績は第8衆の通力である・

第8表　発芽個体の播種法別線肥法別推移

礪

8

区 日

刊

発芽生存傭体敷 （劉k ■X 帥 僧 ）

最多発 芽

歓忙対す

る生存 歩

せ ㈲

1 1．1 さ

に対す

る

越冬歩

禽 ㈲b O h n

1小1 1

1hu ♪d u ．少 4 ．少 11．は
4 ．10

持

橿

筐

撫　 捧 lh d 18 18 0 lt O lt O 11 7 11．1
7 8 7 08 4

●t l

○■1

8 8 ○
象　 栴 1■1 1■○℡血○ 払 4 1■● 1■℡ ■6

1弘●

8皿1

趨

t

法

無 肥

固 ．

戸．q ・ち

17 ■ 1■●1■．● 18 ○18 8 lh l Tl O ○乱8 8 弘l

lt t lt 1■暮 18 4 14．8 1弘○ ■●
○■○ さも8 l n ○

lt ●tL 払 ℡1 別は lt T 18 1
8血1 4h T 5 7 1

相　生雷鋼査成績，

生青銅圭の結果は第4喪の通わである・・

帯4表　生雷鋼蒼成績（d）

区 別　 年 月日 鵡

仏1 ．且皿は

○

ト10 4． 8 ．1℡ ．詳 8．¶ ．99

繊

糟

法

則

オーチヤ

ード

鞭　 群 ll．7 I■l lL● ■8 t l
lu

l¢

9 t q

lt T

8 4

7且8

▲8 4

8轟●

dL d

8■8

集　 縛 】■■払○11 ● しきl l
l▲O

lu

98 ○

4五島

ll I

Tt I

4t 8

8■○

11 ■

88 8

ブタノ

櫓　 繍 8 0 u ▲8 b t ■○
12

4○

18 0

18 8

18 1

！8 4

9t 9

別は

礼 ■

tR a

集　 捧 ▲○ u 七〇 ■l 1 1
u

少

■○

lt O

18 l

9 ■

℡8 1

m ■

lt t

鴨 ▼

損

亡

法

則

オーナヤ

ード

無　 肥 11 ■Blj l■塾lt さ t l
lu

14事

t l O

8■℡

l弘

78

4■8

8L T

札 l

dt ○

¶ 払 ▲tu 払■ 7 ■●
lu

188

98 8

48 1

l血8

●l l

l8 8

88 ○

8L O

h ●

8
ちq ・叩 1 ■4 l■○竜n T 8 7 t ●

18止

1小

℡t O

4 8

4■1

88 8

l8 9

如け

81．

l且○

ヲウノ

無 肥 1 1 M t O ▲ 1 7
二・

4▲

　 ■
18
lh ●

9＆

恥 8
姐 7
凪 7

8■8

≠ t l ■ 8 4 ■ 8 0
8止

18

a l

lt O

m

℡t

弘 8

別は

凪 l

h 暮

ち 0 暮・ l l b l ■l ■●▲l
h l

坤

18

2L 公

18 0

払

9 8 1

氾 l

－ ■

瓜 l

同一憫上郎■春無追肥区●下綬d迫既区

l引　収量並びK混在串について　‾

収1並びに車種構成は第5－第8回の通わである・

川　考察

以上の成績を整理したのが次表である・

項 目　　 直 別 叫 桑瘍 車 中 触 中 肥

発

芽

発 芽

個 数

生 存

歩 合

越 冬 耐

蝕：冬 后

鈷 冬 前

越 冬 后

少＜多 少 ＜中＜多

多＞少 少＜多＞中

低 く高 低く中く痛

蔦＞底 中＜高＞低

艶　 冬　 歩　 合 高＞低 中＜高＞低

尊

丈

敵冬l何
オーチヤード 同÷同 高＞低 く中

ラ　 ブ　ノ 同寺回 高＞低く中

抄紙
オーチヤード 岡中 岡 高＞低く中 低 く 轟

1丘 ＜ 高テ　ク　 ノ 同中岡 低≦中＜ 高

収

量

混

在

峯

香

刈

番

刈

全　 収　 量 同車岡 多＞少＜ 多 少 ＜ 多

少 ＜ 多ヲ ジノ収量 同車同 少≦中＜多

ラブノ混在峯

全 収 量

ヲウノ収櫨

同寺 同 低 ＜中＜高 低 く　蔦

同寺 同 少＜ 中く多 少 く 多

ヤ多＞ヤ少 少＜ 中＜多 多 ＞ 少

ラブノ混在峯 ヤ高＞十億 低く中＜高 高 ＞ 低

これエ少禾本科単一化草地への豊科牧草の導入を有利

に進める介めには・越冬前の凛入個体の生存歩合並び忙

両草種の草丈の推移・収嵐及び混在率の面から雪祭する

と■播種法は食わ大雪を影響は帥が・基肥として正成

分（殊に硫安）の施用は避けて・燐酸加里の施用が望t

しい．又・ラブ／クP－バーの再遍人をユタ早く行わせ

るためには，一書刈か次数に或程度の犠牲を伴うが・早

春の追肥を羞控え・オーチヤードクラスの春季に於ける

生育を抑制する事に工少・ラジノクP一パーの定着を促

進し・その後K追肥奮行，のも一方法かと考慮…る・

－l．■一サ○‾八一

⊂コヤー◆◆◆■r叫

那図璧濃藍量く1抑
■■サ～・′クー入‾－⊂⊃オー小■〃1匹Z】徽†

l

I●

▼l

伊

FO

ヱ

○

10

10

ll

SO

l

70

わ

90
1

1如■
晋 雷 三 屋　 音 雪 空 E 書

tE　邑　　　　 蒼，　紅 色

（1番刈）第6図　素2試験収量草種構成
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者箋　羞N；
■千鳥了

り‥…仙川
銅
等

第7図　弟2試験収量（生草）（2番刈）

－”仲人■‾⊂コIl｛7喝鶴1

第8回　第2試鹸収量亭穫構成（2番刈）

宮城県K∴おける和牛肥育農家の飼料給与

慣行と肥育技術

竹　内　正　治・丹　野　成　一

（宮城県農試）

1．は　し　が　き

本県にかける和牛の短用川巴青について，もと牛や餉

劉給与法などを的査し・肥育農家の飼料給与慣行と肥育

技術を探ろうとした．

2．納盃の材料及び方法

1．凋杏の材料

昭和36年艇県主催肥育牛共進会lて8地区70養家

上少出陳されか70頭について萌査した．

B．絢査の方法

もと牛及び給与的椙については■昭和86年8月下

旬上少11月下旬に亘る100日間■農家の記帳しか所

定の鋼査カードによカ調査し舟．肥育終了時の体束は．

11朋8日肥育牛共進会々場償お小て牛衡器を用いて
測定した．

る・調査の結果及び考察

分析は・70頚のうち給与飼料及び増俸量の判明して

いる88削ついて行ったか・1日当増体重を目安とし

て飼銅給与法を検討しか方が効果的であると考え■次の

4つの型に分熟し・型単位に分析した．
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Ⅰ型　1日当増体量　1．8■グ以上

皿型　∫　　　　　　　0．7－1．20ェ一

皿型．∫　　　　　　　0．7－1．29且タ

Ⅳ型．〝　　　　　　　0．4－0．8g且タ

（皿・皿型は■肥育日数にユタ区分し一介）出陳地区別

の肥育型の分布は■第1表の通力である．

第1表　肥育型の地区分布

　　 型

地 区
l ∬ Ⅲ Ⅳ 什

県

南

刈 田 l 暮 d

柴 田 l ○ 8

伊 具 l I ■

雷 名 1 ● 1 ■

県

北

大 喝 1 轟 ●

栗 原 8 ■ ■

計 8 1 ● l t 1 ●


